２０２３年度社会福祉法人共和福祉会事業計画資料　1


　2022年度は、新型コロナウィルス流行の影響により、入所者の面会制限、ショートステイやデイサービスの利用者減少、地域行事の中止など社会福祉法人としての役割を発揮できませんでした。しかし、2018年より閉鎖していたユニットを2022年6月よりオープンし、入所者も徐々に増加しています。
　2023年度は、安定した運営基盤のための人材確保及び人材育成に重点をおき、職員の成長による利用者サービスの質の向上を目指します。さらに2024年度の介護保険改正に向け、情報収集や対応策を検討します。また「事業継続計画書（BCP）」の策定とそれに基づいた訓練等を実施し、感染症の発生時、大規模災害時に事業を継続しながら早期の事業の通常復旧ができるよう対応体制の強化を図ります。

１。法人運営の基本方針
（1） 運営基盤の安定
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1 年度末目標として入所（８１床）稼働率１００％、ショートステイ（９床）稼働率１００％ショートステイを９床以上で稼働する。
2 入所者入院時の空床ベッドの活用
空床ベッドをショートステイで利用し、利用稼働率を安定化する。
3 年度末目標として通所（定員３２名）のうち１日平均２９名稼働率９０％の確保
体験利用者確保に努め、新規利用者を増加する。
4 経営分析と不必要な経費の削減
施設経営状態の把握・分析することで、不必要な経費の削減を行う。

（2） 人材確保及び人材育成
1 直接雇用の介護職員の確保（新卒含む）
令和4年の介護サービス関係の全国有効求人倍率が3.3倍、大阪府の有効求人倍率が4.3倍（阿倍野ハローワーク管轄もほぼ同率）と施設にとっては、厳しい状態である。また派遣職員に依存している状態で、コスト面、安定面においても直接雇用職員確保が喫緊の課題であり、求人広報活動の工夫と資金が必要と考える。
・求人の広報活動を積極的に行う。（有料広告や就職フェア参加のための予算を計上する。）
・派遣職員から直接雇用へ転換する。（紹介料はキャリアアップ助成金で補う）
2 職員育成のための研修
月１回以上の施設内研修の実施とオンラインによる外部研修含め積極的に職員の参加を促し、多くの職員のスキルアップに努める。
3 管理職の育成
管理職のスキルアップによりグループ内で異動しても通用する責任ある管理職の育成をはかる。
4 職員の心身の健康と安全の確保
職員の心身の健康に対する適切な支援を行う、特にメンタルヘルス面については、昨今増加傾向にあるため研修など職員全体に対する教育や個別に適切な対応ができるようにする。

（3） 2024年度の医療保険及び介護保険改正に向けた取組
1 介護保険改正に関する情報収集を行う。
2 取得可能な加算を検討し、加算取得による負担増加を見極め、加算を得る。
3 助成金等を利用し、ICT活用を推進する。


（4） 事業継続計画書（BCP）の策定
1 上半期内で事業継続計画書を作成し、年度内には計画書に沿った対応ができるよう準備する。
2 感染症の発生時、大規模災害時において、初動対応、利用者対応、職員の対応、メンタルケア、備蓄品の確保、事業の一時中止など様々なことを判断実行できるような具体的な対応策を講じる。

（5） 施設設備の更新、改善
予測可能な事案については予算化し、急遽必要性が生じた事案については、経営状態を考慮した上で実行する。
1 PC機器及び介護ソフトの更新
2 経年劣化等で故障等した備品に対する修理や新規購入

（6） 法人運営におけるコンプライアンスの徹底
法人の内部管理体制の構築と運用をする。法人価値を毀損する事態を防止し、そのような事態が発生した場合は被害を最小限にできるような仕組みを作る。

２．２０２３年度スローガン
挨拶、笑顔、整理整頓の徹底を行い、入居者様に快適な生活を提供する。

３．各部署実施計画
以下の２項目を各部署共通認識の目標とする。
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る。
〇介護科
（１）介護職の心がけ
　　　①ケアプランをもとに介護・看護との連携を密にし、徹底した処遇の実践と個別ケアをより充実させ高めていく。
　　　②ご利用者の立場に立ち、気持ちを汲み取ったケアの提供
　　　③ご利用者、ご家族に納得・満足をしていただけるケアの提供（看取り含む）
　　　④職員間の切磋琢磨・各職員の自己研鑽による介護技術の向上を目指し、現場にて実践する。
　　　⑤介護職員である以前に社会人としての常識・モラルをわきまえ、プロとして恥ずかしくない職務を心掛ける。
（２）家族との交流
　　　ご利用者の精神的な拠りどころとなるようにご家族等への良好な支援に努める。
（３）防災・救急及び感染対策について
　利用者様の安全を保つため、防災・救急・感染対策を把握し、研修を通じて、
利用者様が安心して生活できるように努める。
　
〇看護科
（１）利用者様に快適な生活を提供するための看護ケアを実践する。
①感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・手洗い、標準予防対策がきちんと行えているかチェックし、必要に応じて指導する。また、隔離の有無や対応を看護科で判断し伝達・実施する。
②職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・気になった事や疑問に思った事は申し送り時に発言し、改善策や解決策を話し合い、他職種間全体でも情報を共有する
・ケアの必要性や目的をわかりやすくユニットへ伝え効果的に実施出来るようにサポートする。
③利用者の状態把握と状態に応じたケアを実施する。
・利用者様の状態をアセスメントし、他職員の意見を加味して受診や看取りの判断と対応を行う
　・往診時に管理医師への情報提供をこまめに行う
　　　・面会時等に家族様とコミュニケーションを図り信頼関係を築く
　　　・利用者状態に応じた服薬介助、処置などきっちりと確認を行い実施する
　　　・急変時の対応を平時から事前準備し、急変時には協力し合い、迅速な対応をする

〇管理課
（１）感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
　　　平時から感染予防対策の徹底と情報収集を行い、感染症が流行する際には施設全体
で迅速な対応ができるよう準備する。
（２）職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る。
　　　普段からコミュニケーションを活発に行い、情報共有するとともに各職員の専門の業務以外でも協力し合う体制をつくる
（３）ICTの積極的導入
ICTの活用化を積極的に進め、紙媒体での出力や保存をできる限り少なくする。
（４）接遇の平準化
　　　施設の窓口として、管理課職員全員が一定以上水準の接遇ができるようにする。
　　　電話応対、言葉遣い、名乗り方など詳細な部分で一定水準以上のことができるようにする。
（５）個人情報、施設機密情報についての意識向上
　　　個人情報や施設機密情報得やすい部署のため、個々人の情報取扱いに十分注意す
る。話をする場所、人など情報レベルに応じて情報交換するよう意識向上する。
（６）迅速な情報収集と正確な理解、適切な対応
　　　2024年度の介護保険改正だけでなく、業務に関わりのある情報は、個々の職員が迅
速に情報収集し、きちんと理解し、伝達周知できるようにする。さらに手続等があれば、適切に対応できるようにする。




























職員関連
（１）会議
	運営会議
	法人・施設運営について（重要決定事項会議）
	毎月１回　　（第１火曜日）

	役職会議
	役職者による施設課題等について
	毎月１回

	職種間連携会議
	他職種情報交換、課題検討について
	毎月１回　　（第３木曜日）

	フロア長会議
	各フロア（２F～４F）の課題
	毎月１回　　（第２火曜日）

	ユニット会議
	各ユニットの課題、決め事などを協議
	毎月１回

	連携会議（グループ）
	各グループの情報共有や連携課題等について
	毎月１回　　（第３木曜日）



（２）委員会
	行事委員会
	年間行事の企画実行（内容の充実、当日の行事進行をスムーズに実施）
	毎月１回　　　（第２火曜日）

	給食委員会
	利用者様の食事についての課題や企画、誤嚥事故防止の取り組み周知徹底、食事マニュアルの適時改正と周知徹底
	毎月１回　　　（第４水曜日）

	衛生委員会
	職場環境改善等について　労働環境の改善による離職防止、地域への宣伝広報活動の実施、マニュアル整備と周知、備品の管理
	毎月１回　　　（第４金曜日）

	事故・身体拘束委員会
	介護事故分析（各部署に改善策を周知徹底）、身体拘束ゼロについて
	毎月１回　　　（第３水曜日）

	排泄・看取り委員会
	各利用者様に適正なオムツ・パッド利用を検討し、経費削減に努める。看取り委員会では、研修等通じて、過去の症例を参考にしながら、安心・安楽な看取りを迎えられるように検討する。
	毎月１回　　　（第３火曜日）

	褥瘡・感染対策委員会
	褥瘡の対策（治療必要な利用者の増加防止）、感染対策（ノロ、インフルエンザ、食中毒、コロナ）を多くの職員に周知徹底する。
	毎月１回　　　（第３木曜日）



（３）研修
	個人情報研修
	個人情報保護について（必修）
	2023年5月8日　　

	高齢者虐待・身体拘束研修①
	虐待及び身体拘束について（人権研修）　（必修）
	2023年5月29日

	リスクマネジメント研修①
	リスクマネジメントについて（事故防止等）　（必修）
	2023年6月12日

	高齢者虐待・身体拘束研修②
	虐待及び身体拘束について（人権研修）　（必修）
	2023年11月13日

	リスクマネジメント研修②
	リスクマネジメントについて（事故防止等）　（必修）
	2023年12月11日

	BLS（basic life support）研修“救急訓練”
	救急訓練（実地シュミレーション）
	未定

	リハビリ研修
	リハビリテーション（拘縮予防、シーティングについて）
	未定

	ハラスメント研修
	ハラスメント（セクシャル、パワー、妊娠・育休等）　（必修）
	未定

	看取り研修①、②
	看取りについて（加算研修）　（必修）
	未定

	褥瘡研修
	褥瘡について（予防、防止）
	未定

	感染研修①、②
	感染予防、防止について（コロナ、インフルエンザ、ノロ、食中毒等）　（必修）
	未定



※理事会資料としてはここまでを提出
　












〇介護科各ユニット部署目標
2Aかつらぎ
[bookmark: _Hlk129008675]目標：ご利用者様が穏やかに過ごせる清潔な空間を作る
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・日々の手洗い、消毒、喚起に徹底を行う
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・重要な情報は連絡ノートに書き残し月１回周知をする
３．ご入居者様が穏やかに過ごせる清潔な空間を作る
・食堂の座席の配置、設えを定期的に見直す
2Bこんごう
目標：働きやすい環境作りを行う
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・各自チェックし出来てない時はお互いに注意し合える環境を整備する
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・なにかあれば放置するのではなく、すぐに対策が取れる環境作りを行う
３．働きやすい環境作りを行う
・ユニット会議で聞く時間の設定、状況に応じて個別にて対応する
2Cだいせん
目標：お互いが仕事のしやすい環境作りと抜け・漏れをなくす
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・入居者様にも手洗い、消毒の徹底を図り、各居室の喚起にも気を付け対応する
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・申し送りやメモを活用して、全職員が内容を共有できるように努める
３．お互いが仕事のしやすい環境作りと抜け・漏れをなくす
・パット類、軟膏、下剤等必要な在庫確認を怠らず、気づいた時点で補充して後
回しにしないようにする。業務１つ１つにおいて必ず確認する事を促す

3Aたてやま
目標：挨拶、笑顔、整理整頓を行い、入居者様に快適な生活を提供する
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・苑内で決められている感染予防対策を徹底して行う
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・ユニット職員全員の業務の進行状況をみて、サポートが必要時は一緒に行い共に達成していけるように取り組む
３．清潔で楽しみのあるユニットにする
・車イスの清掃、整備の実施する
3Ｂはくさん
目標：挨拶、笑顔、整理整頓を行い、入居者様に快適な生活を提供する
[bookmark: _Hlk129019459]１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・決めた対応の徹底を行う（マスク、喚起、手洗い、消毒等々）
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・これは他者の仕事と思わず、声かけをして皆で協力する。
・１人だけに伝達せず、複数人に伝達して、引継ぎの継続を図る
３．業務の抜け、漏れ、事故（ショート忘れ）を減らし、入居者様に安心できるケ
アを提供する
・施設全体、ユニットで決めた事を徹底して行う
３Ｃはくば
目標：挨拶、笑顔、整理整頓を行い、入居者様に快適な生活を提供する
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・ユニット内での研修の実施する
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・上半期、下半期の職員の面談の実施する
３．利用者様の個々の楽しみを見つける
・各職員に１年間継続可能な楽しみを考えてもらい、ユニット全体で実現をする

４Ａふじ
目標：気配り、目配り、心配りを意識し職員、入居者様共により良い環境作りに努める。
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・入居者様の健康状態についての情報共有、排泄物、嘔吐物の適切な処理を行い施設内からも広げないようにする
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・「聞いていません」「知りません」を無くすようにするために、新しい職員が入ってきても積極的にコミュニケーションをとり、全職員に対しても話しやすい環境作りを心掛ける
３．節約・節電の意識を高めコスト削減を目指す。
・備品の無駄遣いを減らす。パットの見直しを行う
４Ｂほだか
目標：チームワークを大切に、笑顔あふれるユニットにする。
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・こまめな喚起とチェック表への記入。著変ある利用者に対しては、検温の上、37.5度以上の場合居室対応をする
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・ユニット会議において困り事を聞き取り、各職員の発言機会を増やす。
３．節約コスト削減に努める
・オムツの見直し、エアコン・電気の消し忘れ等あれば都度注意をし、節約意識を向上する
４Ｃろっこう
目標：各職員、担当の入居者様に対しの自覚と責任を持ってきめ細かな介護サービスを提供する
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・毎出勤時健康観察チェックシートを実行する
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・申し送り時に職員同士がお互いに相談しやすい環境を作る
３．入居者様とコミュニケーションを図り現状把握を行う
・毎月入居者様にインタビューレポートを実行する

デイサービス
目標：挨拶、笑顔、整理整頓を行い、入居者様に快適な生活を提供する
１．感染を防ぎ安心して過ごせる施設を目指す
・こまめな喚起、消毒を徹底して、清潔、不潔の概念を認識させいく
２．職員同士が相談しやすい環境を整え情報の共有と質の向上を図る
・「知らなかった」「聞いてなかった」をなくせるように申し送り時や終礼を利用して情報の共有図る
３．向上心を持ち、技術のスキルアップを目指す
・新しい事に挑戦する気持ちを持って研修や勉強会に参加し、参加出来なかった職員に
も伝達していく
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項　目 目　標

特養収入合計/千円 427,971

入所延人数（延365日）/人 27,611

1日平均目標/人 75.6

稼働率/％（年度末） 100.0

ショート収入/千円 64,875

ショート延人数（延365日）/人 4,354

1日平均目標/人 11.9

稼働率/％（年度末） 100.0

デイ収入合計/千円 76,428

デイ延人数（延309日）/人 8,492

1日平均目標/人 27.5

稼働率/％（年度末） 90.0
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		項　目 コウ メ		目　標 メ シルベ

		特養収入合計/千円 トクヨウ シュウニュウ ゴウケイ セン エン		427,971

		入所延人数（延365日）/人 ニュウショ ノベ ニンズウ ノベ ニチ ニン		27,611

		1日平均目標/人 ニチ ヘイキン モクヒョウ ニン		75.6

		稼働率/％（年度末） カドウ リツ ネンドマツ		100.0

		ショート収入/千円 シュウニュウ セン		64,875

		ショート延人数（延365日）/人 ノベ ニンズウ ノベ ニチ		4,354

		1日平均目標/人 ニチ ヘイキン モクヒョウ		11.9

		稼働率/％（年度末） カドウ リツ ネンドマツ		100.0

		デイ収入合計/千円 シュウニュウ ゴウケイ セン		76,428

		デイ延人数（延309日）/人 ノベ ニンズウ ノベ ニチ		8,492

		1日平均目標/人 ニチ ヘイキン モクヒョウ		27.5

		稼働率/％（年度末） カドウ リツ ネンドマツ		90.0






